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可視近赤外領域に強い吸収および蛍光を示し、容易に合成可能な色素分子は光—エネルギー分野

に資する分子系へと繋がるためにその開発が望まれている。我々は合成前駆体として安定かつ容

易に合成可能なピロロピロールを基盤として、そのπ共役系を拡張することで新規な色素分子の

合成研究を展開している。 

ピロロピロールはそれ自身が赤色顔料として利用されている一方で、ケトン部分の低い反応性

から、この興味深いπ共役系を拡張した分子の合成はほとんどなされていない。１我々は最近、四

塩化チタンを用いたイミン化反応を行うことで、ヘテロ芳香族アミンでπ系を拡張した分子の合

成に成功し、得られた分子の一価二座配位能を利用してホウ素錯体の合成に成功した（図１）。2

このホウ素錯体は可視領域に強い吸収および蛍光量子収率Φf = 0.8程度の強い蛍光を示し、またそ

の吸収および発光領域はヘテロ芳香環の種類によって調節可能であることを見出した。結晶構造

解析および理論計算を用いた分子の電子構造解析から、最長波長吸収はヘテロ芳香環部位だけで

なく、ピロロピロールのα位の置換基によっても変化しうることを明らかにし、化合物２におい

て、α位の置換基をフェニル基からチエニル基にすることで 45 nm、さらに電子供与性の高いジア

ルキルアミノフェニル基にすることで 80 nm長波長にシフトすることに成功し、ジアルキルアミ

ノフェニル基を有する分子において、近赤外領域での吸収（λmax = 735 nm）および蛍光（λem =787 

nm,  Φf = 0.35）を達成した。 

本発表では、これらの分子の合成および光物性について報告する。 

 

Fig. (a) ピロロピロールを基盤とした新規蛍光分子の合成、(b) 吸収および蛍光スペクトル 
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